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No.１４１ ２００８年８月２８日発行 

　岩手労福協は、６月２５日（水）第５１回通常総会を「岩手労働福祉会館」において開催し、２００８年度 
方針などについて決定しました。 
　総会は、午後４時３０分から軽石副会長の開会挨拶の後、議長に道又富雄代議員（連合岩手）を選 
出し進められました。  
　労福協を代表して砂金会長より、「県内の勤労者に関わるセーフティネットとしてライフサポート 
センターいわてを４月３０日に開設し、勤労者がこの岩手で安心して暮らせることをめざします。」と 
挨拶をされました。このあと、ご来賓として、岩手県商工労働観光部労政能力開発課長 小山雄士様、 
社団法人岩手県経営者協会専務理事小国平二様にご臨席を賜りご挨拶をいただき、続いて各方面か 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら寄せられた激励の祝電・メッセージが披露され 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議案審議では、佐々木専務理事より第１号議案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００７年度事業報告、第２号議案２００７年度会計報告 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに監査報告、第３号議案２００８年度予算補正の 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案、２００８年度事業計画については、第５０回総会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で議決済みとの報告がされ、全議案とも満場一致で 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認されました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、役員の補欠選挙も実施され、新たに２名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の理事が選任されました。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に来内副会長の閉会の挨拶をもって第５１回 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通常総会が終了いたしました。 
 

第51回 通 常 総 会 開 催 
 

砂金文昭会長 

ライフサポートセンター運動の 

　　　　　　　　定着をめざして ！！ 

役 職 名 氏　　　名 所　　　　属 
連 合 岩 手 
東北労働金庫岩手県本部（新任） 
平和環境県労組センター 
岩 手 友 愛 会 
全 労 済 岩 手 県 本 部 
連 合 岩 手 
UIゼンセン同盟岩手県支部 
岩 手 県 高 教 組（新任） 
N T T労組東北総支部 
東北労働金庫岩手県本部 
全 労 済 岩 手 県 本 部 
ハ ピ ネ ス 共 済 会 
岩 手 労 働 福 祉 会 館 
岩 手 県 信 用 生 協  
岩 手 学 校 生 協 
全日通労組岩手支部 

砂　金　文　昭 
小野寺　正　志 
来　内　広　幸 
軽　石　義　則 
佐々木　誠　志 
小　野　　　務 
藤　井　明　彦 
千　葉　　　進 
八　幡　博　文 
下斗米　義　孝 
佐々木　敏　男 
浦　山　正　年 
昆　　　　　誠 
菅　原　義　夫 
高　橋　克　公 
柴　谷　正　孝 

会 　 長 
副 会 長 
〃 
〃 

専務理事 
常務理事 
理 　 事 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

監 　 事 
全 労 済 岩 手 県 本 部 吉　田　恵　一 〃 

選出日２００８．６．２５ 第５１回通常総会 

（社）岩手県労働者福祉協議会役員名簿 

□労働者福祉に関する事業 
　〈退職準備サポート研修会〉 
　　　　開催地区 
　　　　　釜石地区 １１月１５日（土） 
　　　　　盛岡地区 １１月１６日（日） 
　　　　　水沢地区 １１月２９日（土） 
　　　　　気仙地区 １１月３０日（日） 
　〈家庭介護セミナー〉 
　　　　開催地区　 
　　　　　盛岡地区 ３月１日（土） 
　　　　　一関地区 ３月８日（土） 

2008年度具体的な事業計画 

 （いずれも詳細は後日文書でご案内いたします。） 

 



岩　手　労　福　協 （２）　２００８年８月 

□労働者の教育、文化、スポーツ及び交流に 
　関する事業 

　〈文化講演会〉 
　　　日時　２００９年２月７日（土）エスポワールいわて 
　　　講師　弁護士「宇都宮 健児弁護士」 
　〈第１９回岩手労福協会長杯ゴルフコンペ〉 
　　　日時 １０月４日（土） 
　　　　　 雫石町 八幡平カントリークラブ 
　〈第２０回岩手県勤労者野球大会〉 
　　　日時 １０月１３日（祭日） 
　　　　　 雫石町鶯宿 町営グランド 
　　　　　　（南部富士見ハイツ隣接） 
　〈第２７回岩手県勤労者美術展並びに第１２回 
　　親子ふれあい写真展〉 
　　　日時 １１月２０日（木）から１１月２３日（日） 
　　　　　盛岡市民文化ホール（マリオス） 
　〈第１３回岩手県勤労者ボーリング大会〉 
　　　日時　２００９年２月１４日（土）盛岡市 

 

〈事務所〉 
　ライフサポートセンターいわて　 
　　　盛岡市大沢川原２－２－３２ 岩手労働福祉会館４階 岩手県労働者福祉協議会内 
　ライフサポートセンター盛岡　 
　　　盛岡市大沢川原２－２－３２ 岩手労働福祉会館３階  
　ライフサポートセンター北上　 
　　　北上市鍛冶町１－３－７ 北上和賀労働福祉会館内 
　ライフサポートセンター一関　 
　　　一 関 市 山 目 中 野１３０西磐井教育会館内 

〈時　 間〉　 平日１０：００～１７：００  
〈相談内容〉 労働相談・法律相談・子育て相談・年金相談 
　　　　　　　健康相談・多重債務相談・消費者相談・生活設計相談 
　　　　　　 借入運用相談・共済保障相談 

※相談・取次は、原則無料ですが専門家に相談した場合、 
　別途料金がかかる場合がありますので、ご了承ください。 

〈連絡〉フリーダイヤル　0120－ 804 － 340 
 

ライフサポートセンターいわてサービス開始 

〈事業の目的〉 
　ライフサポートセンターいわては、少子高齢化社会や団塊世代の大量退職とした、 
社会構造の変化にあって、勤労者の不安を解消し「ゆとり豊かさ」を追求するため、 
協力して勤労者の暮らし全般にかかわる支援活動を目的とします。 

労福協では、県内の勤労者の悩みごとや相談の受け皿づくりを目的とした 

「ライフサポートセンターいわて」のサービスを開始しました。 

生活 

　なんで
も 

　　 　相
談 

原則無料 

ろうふくきょう 　文化講演会 決定 
消費者運動・多重債務問題の 

　　エキスパート　 
　　　　宇都宮健児弁護士 
講師　市民派 　　　　宇都宮 健児弁護士 

日時　2009年2月7日（土）13：30～ 

会場　エスポワールいわて 



 

岩　手　労　福　協  ２００８年８月　（３） 

１．総会報告 

　東北労働金庫第５回通常総会は東北６県より
役員代議員・臨時代議員あわせて２８８名の方々
が出席し、６月２４日（火）仙台市江陽グランド
ホテルにて開催されました。総会では高橋一夫
理事長の挨拶、来賓としてご臨席いただいた各
県労福協、連合、全労連の代表者の方より祝辞
を頂戴した後、第２期中期経営計画に係る業務
報告が行われました。 
　続いて「第１号議案 第５７期剰余金処分（案）
承認の件」より議案審議に入り、各議案が満場
の拍手で承認をされております。特に今後の事
業方針を審議した「第２号議案 第３期中期経営
計画（案）並びに２００８年度事業計画（案）」には、
会員と密接な関わりをもった営業体制、ポイン
ト景品制度、会員の立場にたった商品開発や配 
当政策、店舗政策、さらには金庫の臨時・嘱託・
契約社員のあり方等について活発な質問、意見
が交わされました。 
　今回の総会では理事・監事の任期満了に伴う
改選も行われております。退任する高橋理事長
に代わり、馬目重信理事長（ＪＥＣ堺化学労働
組合）を選任いたしました。岩手県内の常勤理
事では、遠藤清逸副理事長（富士通労働組合岩
手支部）が退任され、小野寺育郎岩手県本部長 

労　　　金 （岩手県高等学校教職員組合）が副理事長に、岩
手県本部には新たに小野寺正志本部長（東北日
本電気労働組合）が就任しております。 

2．２００８年度の主要取組み課題 

　２００８年度よりスタートする「第３期中期経営
計画」では「貢献・改革プラン２０１０（めざそう
勤労者のベストバンク）」をメインテーマに掲
げております。その中心となる４つの柱が「会
員と協働した事業展開」「営業力の向上」「経
営体質・財務基盤の強化」「人事体制の強化」
です。特にも昨年、会員討議いただいた３答申
「営業政策」「店舗政策」「人事政策」は、さら
なるご理解をいただきながら着実に実践を図っ
てまいります。また会員、推進委員会の皆様と 
協同して進めております「生活応援運動」の拡
充、友の会の皆様と連携した「団塊の世代」の
方々との取引深耕を重点施策に位置づけ取組み
ます。内部管理体制では、東北労働金庫は全国
の労金にさきがけ業務改善命令が解除されてお
りますが、コンプライアンスプログラムの徹底
と監査の充実により、一層の法令遵守態勢の強
化に努めてまいります。 
　２００８年度後半には、日本労働金庫構想を会員
の皆様にお示し、討議をいただく予定をしてい
ます。会員・職域・地域に根ざした労金運動の
発展とともに、全国統合を目指した事業基盤の
充実を目標に取組みを進めてまいります。 

２００８年度中央労福協全国研究集会 
「支え合い、助け合い、ぬくもりのある社会をめざす労働者福祉運動を」  テーマ 

　２００８年６月５日（木）・６日（金）に、中央労福協主催で広島市の「ホテルＡＮＡクラウンプラザ 
広島」において、「支え合い、助け合い、ぬくもりのある社会をめざす労働者福祉運動を」テーマ 
に、全国の各県労福協、労働団体、事業団体から参加者２９０名で全国研究集会が開催されまし 
た。１日目は特別講演として、地元広島を代表して、秋葉忠利市長より、「２１世紀を広島の時代 
に」。基調講演として、市民派弁護士宇都宮健児氏より「労働運動、消費者運動、社会保障運動 
の連携と提携に向けて」。特別講演２部として、マツダ株式会社代表取締役会長兼社長 井巻久一 
氏より「マツダのめざすもの」。２日目朝からは、笹森中央労福協会長の基調講演及び新潟、大阪、 
大分の各労福協からのライフサポート事業の事例報告がありました。 
 

理事・監事 選任区分 氏　　　　名 所　　　　属 
岩手県高等学校教職員組合 
電機連合岩手地域協議会・東北日本電気労働組合 
岩 手 県 医 療 局 労 働 組 合 
NTT労働組合東北総支部岩手分会 
岩 手 県 教 職 員 組 合  
東日本旅客鉄道労働組合盛岡地方本部 

小野寺　育　郎 
小野寺　正　志 
佐々木　茂　喜 
八　幡　博　文 
豊　巻　浩　也 
坂　本　　　浩 

副理事長 新 
新 
再 
再 
新 
新 

常務理事（本部長） 
理　　事 
〃 
〃 

監　　事 

東北労働金庫 岩手県内出身役員名簿 ２００８年６月２４日現在 

岩手労福協 



岩　手　労　福　協 （４）　２００８年８月 

　この後、議案審議に入り吉田専務理事より、
全労済創立５０周年を迎え全労済の新しい理念や
信条を定め取組まれた「２００７年度（第５期計画）」
岩手県本部中間経過報告（案）並びに「２００８年度
（第５期計画）」岩手県本部活動計画補強（案）な
どの提案を行い、真摯な審議の後、全議案とも
原案どおり承認されました。 
　また、役員補欠選挙も実施され、理事 佐藤淳
一氏、監事 千葉進氏の２名の方が当選されま
した。 
　１４時６分にすべての議案が承認され無事終了
しました。  
　２００８年度は、総会で確認された「２００８年度
（第５期計画）」岩手県本部活動計画補強方針を
もとにきめ細かな事業推進活動の展開をはかり
ながら、「組合員の全労済」をめざした取組みを
していく所存ですのでよろしくお願い申し上げ
ます。 

　全労済岩手県本部第３３回・岩手労済生協第５１

回通常総代会が終了しました。 

　全労済岩手県本部第３３回ならびに岩手労済生
協第５１回通常総代会を７月３０日（水）に岩手労働
福祉会館に於いて開催し無事終了することがで
きました。 
　通常総代会は、午前１１時に柴谷副理事長の開
会挨拶ののち、ＪＲ東労組盛岡地本の関一史氏、
全水道盛岡水道労組の阿部哲巳氏を議長団に選
出し進行しました。 
　理事会を代表し、佐々木理事長が６月１４日
８時４３分頃岩手県内陸南部で発生した「平成
２０年（２００８年）岩手・宮城内陸地震」、7月２４日
０時２６分頃岩手県沿岸北部（北緯３９.７度、東経
１４１.７度）で発生した地震の被害のお見舞いと
被災者の調査対応状況、２００７年度の主な活動内
容について挨拶されました。また、御来賓から
ご祝辞を頂戴し、引き続き祝電・メッセージの
披露を行いました。  
　議案審議の前に２００７年度の事業拡大に貢献
いただいたことにより、個人表彰（職域推進委
員会・地域推進員会で三役を永年経験し退任さ
れ総会に出席された２氏）を行いました。 
 

全　労　済 

役職名 

理　事 

監　事 

新 役 員 

氏　　名 所　　　属 

佐　藤　淳　一 

千　葉　　　進 

岩手県教職員組合 

岩手県高等学校教職員組合 

役職名 

理　事 

監　事 

退任役員 

氏　　名 所　　　属 

砂　金　文　昭 

三　浦　輝　夫 

岩手県教職員組合 

岩手県高等学校教職員組合 

　７月２６日（土）岩手労働福祉会館４階会議室において２００８年度地区労福協・勤労協代表者 
会議が開催されました。代表者会議は１０地区の代表者が出席し、県労福協の２００８年度にお 
ける活動方針や各地区の課題、県労福協への加盟等について熱心に協議がされました。 

盛 岡　議　　長　 佐々木　信　一 
花 巻　事務局長　 阿　部　正　介 
江 刺　副 会 長　 及　川　政　典 
遠 野　副 会 長　 高　橋　一　則 
二 戸　事務局長　 高　橋　　　徹 

出席者 気 仙　会　　長　 菅　生　哲　修 
宮 古　副 会 長　 岩　田　直　司 
釜 石　会　　長　 佐々木　雄　治 
岩 手　事務局長　 遠　藤　　　登 
久 慈　会　　長　 佐々木　　　貴 

地区労福協･勤労協代表者会議を開催 

岩手労福協 



岩　手　労　福　協  ２００８年８月　（５） 

ハピネス共済会 

1．評議員会報告 
　ハピネス共済会（財・岩手県民共済会）第３８回
評議員会は、７月２５日（金）午前１０時３０分より盛
岡市の岩手県高校教育会館大ホールにて行われ、
第４０期事業・決算報告及び第４１期事業計画・予
算等が審議されました。  
事業報告概況 
（1）共済事業 
　団体加入型の「医療共済ハピネス」は減少傾
向が続いており、これを個人加入型医療共済の
新規加入により補完するまでには至らず、全体
の保有契約数は減少となりました。 
　また、共済金給付額は、「医療共済ハピネス」
の減少を主な要因として前年度に比べて減少し
ており、収支差額は前年度に比べて増加となり、
正味給付率は減少しました。 
（2）公益福祉事業及び会員サービス事業 
　共済契約者と家族の健康増進を図るために設
置した「ハピネス健康相談室」は、開始から５年
目を迎えましたが、低調な利用状況となってお
ります。このほか、消費生活問題の調査研究活
動を実践する「岩手県生活問題研究会」への助
成、共済契約者サービスの「提携宿泊施設宿泊
費助成」、「小学生クラス対抗３０人３１脚岩手大
会への特別協賛」を継続して行いました。 
（3）施設事業 
　「山王ハイツ」については入居募集をおこなっ
ておりますが、テナント空室状態が続いており
ます。「サンハピネス」については、地上デジ
タル放送の受信設備等の改修工事を実施して居
住環境の改善を図りました。「ホテル山王」は
新たな空調設備を導入して環境の充実を図る一
方、広告宣伝等により利用促進を図りました。 

2．２００８年度事業計画 

　本年は、公益法人制度改革の施行実施の年と
なり、２０１３年１１月３０日までに新法人移行の選
択をしなければなりません。また、保険業法の
適用範囲が不透明な状況ですが、事業の変革を
迫られることとなります。 
　弊会が設立されてから４０年間、岩手県民の皆
様から支えられ、岩手県民の皆様を基盤に事業
展開しております弊会にとりましては、厳しい

状況ではありますが、県民の福祉に貢献する公
益法人の使命と理念の実現に向かって、健全な
運営に誠心誠意努力してまいります。  
　事業計画については、次の３項目を柱として
おります。  
（１）共済事業と施設事業の継続的展開  
（２）公益福祉事業の展開  
（３）新法人制度の対応  
　また、このような厳しい環境変化に機敏に対
応するため、推進業務全般を『（有）きょうさい
ライフ』に委託し、経費の節減にも努めていく
こととしております。 
　なお、関連会社であります『きょうさいライ
フ』では、ハピネス共済会の推進業務を全面的
に受託し、会員の皆様へのサービスが低下する
ことなく共済業務を進めるよう努めております。
また、宅建業免許の取得により賃貸アパートや
不動産売買等の仲介に応えていくこととしてお
りますので、ご利用いただきますようお願い申
し上げます。 

 

役 職 名 氏　　　名 所　　　　属 

岩手県開発鉄道（株）共済会 

財団法人国労会館盛岡地方部 
全農林労働組合 
東北地方本部岩手県事務所 

日本郵政公社労働組合 
岩手県連絡協議会 
エヌティティ労働組合 
東北総支部岩手分会 

全日本たばこ産業労働組合 
岩手県協議会 

全日通労働組合岩手支部 

岩手中央タクシー労働組合 

 

 

自治労共済岩手県支部 

菅　生　哲　修 

浦　山　正　年 

藤　澤　　　亙 

小水内　長　功 

府　金　恒　實 

千　葉　富　大 

柏　　　英　壽 

高　橋　宏　文 

小　山　剛　史 

中　島　ふみ子 

岩手県学校生活協同組合 佐　藤　淳　一 

佐々木　誠　志 

下斗米　義　孝 

理 事 長  

専務理事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

理 　 事 

岩手県交通労働組合  

理 　 事 

理 　 事 

岩手県高等学校教職員組合 千　葉　　　進 

東北電力労働組合岩手県本部 千　葉　伸　行 

理 　 事 

泉　山　　　忍 

新興製作所労働組合  谷　藤　和　彦 

理 　 事 

監 　 事 

監 　 事 

社団法人岩手県労働者福祉協議会 

 

八　橋　雅　美 

監 　 事 

東日本旅客鉄道労働組合 
盛岡地方本部 

全国林野関連労働組合 
岩手県協議会 

東北労働金庫岩手県本部 

 

ハピネス共済会役員名簿 
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1．総代会報告 

　信用生協第３９期通常総代金は、８月５日に

開催され、総代定数１５０人中１２５人の参加で開

催されました。  

　第３９期（２００７．６～２００８．５）は、「貸付のセーフ

ティネット」の役割を発揮するため新たに「生

活再生資金貸付制度」を創設。金融機関や公的

貸付制度を利用できない場合でも貸付が受けら

れる制度として、教育費や車関連費用、医療費

など利用が増加しております。 

　また、４０年ぶりに改正された消費生活協同組

合法に基づき、定款や規定・規則の大幅な改定

が行なわれました。特に生協の貸付事業は、

①「くらしのアセスメント（家計収支等のくら

しの課題の把握）と生活再建計画の策定」を貸 

付と一体となって行なうこと、②②「貸付のセー

フティネット」の役割を担うこと、などが法律

上も明記されました。 

 
2．2008年度の取り組み 

　改正貸金業法の完全施行を目前にし、総量規

制（貸金業者は原則として年収の３分の１以上

の貸出禁止）と上限金利引下げにより、借りら

れない層の増大が必至となることから、ヤミ金

被害を防ぐためにもセーフティネット貸付（生

活資金）の周知と制度改善を引き続き強めてい

きます。あわせて生活サポート事業（家計診断

による家計収支改善やギャンブル依存症解決支

援、金銭教育など）をＮＰＯ法人いわて生活者

サポートセンターと連携して強めます。 

　他方、貸付金額の小口化に伴う貸付残高減少

や相談コストの増加により、収入と支出のバラ

ンス悪化が懸念されることから、経費構造の見

直し改善にも取組みます。環境変化に対応し、

収支のバランスをとりながら、「借りられなく

なった人に対する顔の見えるセーフティネット

貸付事業」を強化してゆきます。 

1．評議員会報告 

　２００８年５月２６日（月）に第４８回評議員会を開

催し、２００７年度の事業報告並びに決算について

審議し、２００８年度の事業計画並びに予算案等が

承認されました。 

　２００７年度の事業収入は、対前年比９１％の

１１５，１５５千円となりました。  

　これに対し、事業支出は対前年比９１．９％の

１１７,０５３千円となり、２００８年３月期の収支差額

は、１８９万円の損失となりました。  

2．2008年度の主要取り組み課題 

　①① 会議部門 １，２９５万円の売上確保  

　② 宴会部門４，３８５万円の売上確保  

　③ 仕出部門２,２６０万円の売上確保  

　営業収入は対前年比１００．２％を確保することと

し、事業支出は仕入原価対前年比９７．２％、販売

費及び一般管理費を対前年比９７．７％以内に抑制

することとします。 

3．公益事業 
　社団法人岩手県労働者福祉協議会の運営する
文化事業を共催することとし、１０万円の範囲内
で実施します。 

 

信用生協  

労働福祉会館 

役職名 氏　　　名 略　　歴　　等 

矢　神　章　男 元岩手県交通労組委員長 

信用生協元常務理事、統括マネージャー 

全日通労働組合岩手県支部書記長・ＮＰＯ法人 
いわて生活者サポートセンター監事 

岩手県交通労働組合委員長 

信用生協サポート倶楽部会長 

富士大学経済学部 教授 

社会福祉法人 河北会 理事 

阿部税理士事務所 税理士 

渡辺・山崎法律事務所 弁護士 

岩手県消費者団体連絡協議会 事務局長 

上　田　　　正 

伊　藤　慶　子 

佐　藤　庄　三 

宮　田　恒　美 

山　崎　芳　樹 

阿　部　征　吾 

渡　辺　正　和 

理事長  

専務理事 

理　　事 

小水内 長 功 理　　事 

理　　事 

理　　事 

高　橋　　　薫 理　　事 

理　　事 

監　　事 

監　　事 

 

信用生協役員名簿 



岩　手　労　福　協  ２００８年８月　（７） 

学校生協役員名簿 

1. 2007年度の主な活動 
　増収減益の続く経営状況の中、黒字の決算を
めざし事業の強化と人件費の削減に踏み切った
結果、供給高が５０億を超えて増収となり経営の
改善がはかられ黒字に転換しましたが、学校生協
の子会社であった岩手県教育公社が、経営の継続
が難しい状況となり昨年９月に解散したことから、
大きな特別損失を計上することとなりました。 
　生協法改定に伴い、ガバメントの見直しや職
域生協としての整備・対策をすすめ定款変更も
承認され、新年度のスタートを迎えることが出
来ました。 
　生協商品の信頼が大きく揺らぎ、組合員の生
協に対する不安を招きましたが、私達のとった
行動が学校生協として取るべき判断であること
への組合員の理解が広がり、励ましの声や利用
の人数が拡大したことから、更に自信をもって
対処することができました。 
　理事会や地区総代会への出席の高まりから、
組合員の運営参加は着実に前進し、独自活動を
行う支所が増えました。一方で、生協係の重要
性が大きくなることから、運動推進のための意
識づけや退職者の組織化（友の会）と運営参加が
大きな課題となっています。 
　地区総代会をはじめ理事会や各支所で学習に
取り組み、組合員の評価と期待が高まり署名や
学習会の参加増につながってきています。しか
し、生協が起因とする食の安全を脅かす大きな
事件に対し厳しい意見も多数寄せられ、理念に
立ち返った運動と事業の取り組みが求められて
います。 

2. 2008年度の方針と計画 
事業と運動の方針 
・組合員の運営参加と活性化をすすめ「わたし

　の生協」をめざします。  
・組合員のくらしや学校と地域に密着した運動
　を強め、社会に貢献できる学校生協をめざし
　ます。 
・組合員サービスの向上とキーワードを大切に
　した事業の再構築をめざします。  
・経営の健全化に向けて構造改革に取り組み、
　学校生協運動を担う人材育成をします。  
　今年は新しい生協法と定款の下に、退職者の
組織化、理事会・監事会の機能強化、業務では
学用品の取り扱い、共済事業の新展開など例年
以上に積極的な取り組みが必要となります。ま
た、昨年組合員にご心配をおかけしたコープ商
品の安全対策や、安心して利用できる商品の企
画と案内が学校生協の使命であり、見直しと強
化が重点課題です。 
　これらの課題に取り組むにあたり、去る４月
４日に役職員が一堂に会し２００８年度経営参画
会議を開催して、重点課題についてグループ討
議を行い、経営参加と方針の理解と浸透をすす
めました。 
　今年度も「わたしの生協」を大切にして、求
める生協像を実現するために、役職員一丸とな
り生協運動の前進に向かって邁進します。 

役 職 名 氏　　　名 選出母体（常勤先等） 
小中学校（岩教組本部） 

高等学校（高教組本部） 
高等学校（高教組本部） 
盛岡紫波（支　部） 
岩　　手（支　部）） 

高等学校（高教組本部） 

稗　　貫（支　部） 
和　　賀（支　部） 
胆　　江（支　部） 
い わ い（支　部） 
気　　仙（支　部） 
釜　　石（支　部） 
遠　　野（支　部） 
下 閉 伊（支　部） 
九　　戸（支　部） 
二　　戸（支　部） 
小中学校（岩教組本部） 
教 頭 会（城西中） 
高等学校（盛岡工定時） 
小中学校（雫石中） 
事務職研協 （小川中） 

高校長協会（盛岡一高） 

小中学校（学校生協） 
学校生協 
学校生協 
退教互 

中学校長会（上田中） 

小学校長会（上田小） 
小中学校（岩教組本部） 

 

豊　巻　浩　也 
佐　藤　恭　孝 
千　葉　　　進 
高　橋　克　公 
赤　石　　　健 
大　坪　充　幸 
村　上　　　煕 
遠　藤　洋　一 
佐々木　保　子 
佐　藤　淳　一 
小　西　　　寛 
小野寺　正　宏 
伊　藤　　　功 
遠　藤　　　登 
�　橋　克　典 

理 事 長  
副理事長 
副理事長 
専務理事 
常務理事 
常務理事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 

平　賀　智　弥 
中　澤　　　元 
三　宅　茂　雄 
新　沼　寿　康 
小　國　博　文 
佐々木　信　也 
坂　下　正　典 
皆　川　孝　弘 
金田一　文　紀 
砂　金　良　昭 
小　原　俊　郎 
上　田　　　高 

理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
理 　 事 
特定監事  
監 　 事 
監 　 事 
監 　 事 
監 　 事 

米　澤　弥志夫 
高　橋　広　道 

 

学校生協  

役職名 氏　　　名 所　　　　属 
来　内　広　幸 （社）岩手県労働者福祉協議会 

連　合　岩　手 

（財）岩手労働福祉会館 

連　合　岩　手 

連　合　岩　手 

平和環境県労組センター 

岩 手 友 愛 会 

東北労働金庫岩手県本部 

全労済岩手県本部 

連　合　岩　手 

東北労働金庫岩手県本部 

（社）岩手県労働者福祉協議会 

小　野　　　務 
佐々木　誠　志 

藤　井　明　彦 
八　幡　博　文 

千　葉　伸　行 
小野寺　正　志 
佐々木　敏　男 

下斗米　義　孝 

理 事 長  
副理事長 
副理事長 

昆　　　　　誠 常務理事 
理　　事 
理　　事 

佐　藤　淳　一 理　　事 
理　　事 
理　　事 
理　　事 

三　浦　　　清 監　　事 
監　　事  

岩手労働福祉会館役員名簿 
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　全労済岩手県本部 
〔岩手県労働者共済生活協同組合〕 

〒０２０－００２５盛岡市大沢川原２－２－３２ 
　ＴＥＬ（０１９）６２２－０６３１ 

資料請求は 

団体会員の方専用のフリーローン 

ろうきんに出資している団体（労働組合等）の構成員の方で、 
財形預金またはエース預金を契約されている方にご利用いただけます。 
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相談からはじまる、最初の一歩。 

暮らしに必要な生活資金のご相談は、 



岩　手　労　福　協 （１０）　２００８年８月 

！！ 


